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・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

【ワークライフバランス】
有給休暇取得率の向上

クリーニング業会の同業者・販売会社と自社で連携し商品の開発製造を通して従業員に働き甲斐と所得を保証し、顧
客・仕入先と信頼関係を構築し社会に無くてはならない存在を目指す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞
三側面

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標
（分野に☑）

2022年20％(2021年比)
2023年27％(2021年比)
2024年32％の削減(2021年比)

経済

前期の指標に対する実績

経済

a

全商品の薄肉化を進めプラスチック材料の使用軽減

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

全商品の薄肉化を進めることで2021年比３２％のプラスチック材料の
使用軽減達成

2022年20％達成(2021年比)
2023年27％達成(2021年比)
2024年32％達成(2021年比)

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2022年7％
2023年10％
2024年13％の使用

前期の指標に対する実績

工場で発生するプラスチックロスを再生原料として使用する環境作り

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

2023/2024年未達成リサイクル原料使用時現在の装置で１０～13％
の再生化が困難な為、装置改良が必要

資格取得講習へ参加し資格保有者増加を達成
国家資格者3％増達成
一般資格者2％増達成

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

a

環境

社会

a

三側面
（分野に☑）

環境

社会

三側面
（分野に☑）

環境

社会

経済

2022年7％達成
2023年10％達成
2024年13％未達成

前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

国家資格者3％増(2021年比)
一般資格者2％増(2021年比)

前期の指標に対する実績

職場の環境整備として資格取得機会を増やし資格手当の支給額を増額
していく。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

更新 a 事業者名 株式会社 阿蘇ポリ

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

「持続可能な経済活動」に取り組むため、環境に配慮した製品を提供し、関わりあるステークホルダー全てが互いに利
益を最大化でき、社員を幸せにできる企業づくりに取り組んでまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

環境

社会

環境

現状（2025年） 更新時（3年後）
【Co2排出量削減】
製品仕様変更（薄肉化）によるプラスチック材料の使用軽減

工場で発生するプラスチックロスを再生原料として使用する
環境作り

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

原料使用量削減

経済 -3％

社会

経済

環境

社会

経済

-10％

項目

現状（2025年）

取得率50%

項目

-32％達成

項目 プラスチック原料のリサイクル

現状（2025年） 更新時（3年後）

-3％

有給休暇取得率の向上

更新時（3年後）

取得率+30%


